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OMC-2/3領域はオリオン座 A分子雲中にあり、フィラメント形状に沿って多くの原始星が付随する活発な星
団形成領域である。現在我々はこのOMC-2/3領域を含むオリオン座A分子雲コアの化学進化を調べており、こ
れまでにCCSやHC3Nは化学進化の若い段階を示す分子で、N2H

+やNH3は後期段階を示す分子であることが
明らかになってきた（Ohashi et al. 2014, Tatematsu et al. 2014)。さらにH13CO+はN2H

+よりも進化が進ん
だ段階で豊富になることも示唆されている (e.g., Sanhueza et al. 2012)。
また星形成においてフィラメントが重要な役割をすると考えられているが、フィラメントからどのように大質量

な分子雲コアが形成されるのかはよくわかっていない。そこで我々はOMC-2/3領域に対して、HC3N, H
13CO+,

N2H
+分子輝線を用いてマッピング観測を行い、フィラメントに沿った化学進化の様子を調べた。

その結果、OMC-3領域ではダストから求めた柱密度のピークとなる部分でN2H
+やH13CO+が豊富に存在し、

その周りでHC3Nが豊富になっていることがわかった。さらにこれらの分子輝線の速度場を解析したところ、若い
領域を示すHC3N分子ではフィラメント全体に沿ってゆるやかな速度勾配が見られたが、後期段階を示すN2H

+

やH13CO+では見られなかった。野辺山 45m望遠鏡のアーカイブからC18O分子に対しても同様の解析を行った
が、速度勾配は見られなかった。これらの結果は原始星誕生後もフィラメントの重力によって周りのガスが大質
量の高密度コアへ落ち込み続けていると考えられ、large-scale flowのコア形成モデルと一致する結果である (e.g.,
Clarck et al. 2012, Gómez et al. 2014)。


